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■ 会 長 報 告                村松 英昭君
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６月２日、熱海の水葉亭にて１泊で会長幹事会

が開かれました。特別な議題はありませんでした

が、内田ガバナー補佐、第五分区会長幹事の労を

お互いねぎらう会となりました。お酒も入り、和

気あいあいとした大変良い懇親会となりました。 
この一年間の会長幹事会を通して、いろいろな

方と知り合い、他のクラブの様子、情報を知る事

ができ大変有意義な会でありました。今後のクラ

ブ運営に活かせたら幸です。 
最近、中国産の有毒原料を含んだペットフード、

咳止め、練り歯磨きによる事故が各国で相次いで

いますと、新聞等で報道されています。読まれた

方もいらっしゃると思いますが、そこに載ってい

た小話がこの国の本質ではないかと思います。「農

民が稲を植えたが芽が出ず、服毒自殺をしたが死

ねなかった。助かったことを喜んだ妻と祝いの酒

を酌み交わしたら二人とも死んだ」中国ではやっ

た小話で、稲も薬も酒も偽者だったというオチ。

実際、米、薬、酒の偽者が氾濫していて、食品、

医薬品の事故は、日常茶飯事とかかれていました。 
以前、元会員の桜井富郎さんに、中国とはどん

な国と聞いたら、「だますのが当たり前、たまされ

るのが悪い」と答えられました。すべてとは言い

ませんが、中国の本質は、このようなのでしょう

か。 
 
 
 

■ 幹 事 報 告            後藤 功君 

• 地区ガバナー事務所より２００９から２０１０

年度ガバナーノミニー決定宣言のご案内が届い

ております。 

• 石川県災害対策本部より能登半島地震に際して

の義援金に対する礼状が届いております。 

• 「ロータリアン」６月号英語版が届いております。 

• 地区ガバナーエレクト事務所より次年度「会員増

強・退会防止委員会」開催のご案内が届いており

ます。また、８月４日開催の「会員増強・退会防

止セミナー」のご案内が届いております。 

• 藤枝市国際友好協会より「ＦＩＦＳ ＮＥＷＳ」

ＮＯ．８４が届いております。 

■ 出 席 報 告               青島 彰君 

本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

23／38 60.52％ 38／38 100％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇北村君 〇竹田君 〇成瀬君 〇松葉隆君  
〇松葉義君 〇望月俊君 浅川君 飯塚君 板倉君 

岩田君 鈴木舜君 鈴木晶君 仲田晃君 望月志君 

宮崎君 

■ スマイルＢＯＸ          青島 彰君 

• 去る５月２４日亡き母の葬儀には多数の方にご会

葬いただき誠に有難うございました。又過分なる

ご香料をいただき本当に有難うございます。 

藤枝クラブの益々のご発展をお祈り申しあげます。 

                   藤枝南ＲＣ 朝比奈 潔君 
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スマイル累計額  ６７０，２６８円 

■ 委 員 会 報 告                       
“ロータリーの友”６月号の紹介 

        広報・雑誌委員長 櫻井 龍太君 
 ６月は「ロータリー親睦月間」です。このために、

親睦に関する記事が多数みられます。 
記 

Ｐ ６～ 世界中に仲間をつくる 
Ｐ ８～ 新しいグループ 
     ２００７年規定審議会リポートとして 
Ｐ１６～ ロータリーの明日をきめる 
また、次の縦組みページには参考となる、肩の

こらない記事があります。 
Ｐ１８  友愛の広場 
Ｐ１６  言いたい・聞きたい 
Ｐ ７  ２６２０地区の高野ＰＧの記事があり

ます。 

■ 会 員 卓 話                      

『食の省エネを提案します』 

私たちの生活に欠かせない「食」。 
食生活のいろいろな場面でエネルギーが使われて

いることを知っていますか？ 
どんな場面でエネルギーが使われているのかを知

って、ちょっとした工夫で簡単にできる食の省エネ

ルギー。おいしくてヘルシー、手間や時間も省けて、

家計も助かる食の省エネ生活を提案します。 
できることからやってみましょう。 

 
 
 
 
 

 
 

 
     

 
 

（担当／櫻井） 

クラブ会報委員会 

副委員長  
増田 國衛君 

 
 


